
平成３０年度第１回社会教育委員会議定例会（第３０期） 会議録 

会議名（審議会等の名称） 平成３０年度第１回社会教育委員会議定例会（第３０期） 

開催日時 平成３０年４月２７日（金曜日）午後３時３０分～午後５時 

開催場所 文化創造拠点シリウス６階 生涯学習センター６１０大会議室 

出席状況 

委員 ９人：今宮委員、大澤委員、齋藤委員、長谷部委員、秦委員、 

濱田委員、丸田委員、水口委員、三好委員 

事務局 ２人：文化スポーツ部図書・学び交流課学び交流担当係長、同担当１人 

学び交流担当（２５９－６１０４） 

関係各課 ６人：文化スポーツ部長、文化振興課長、図書・学び交流課長、スポーツ課

長、こども部こども・青少年課長、渋谷学習センター社会教育主事有

資格者 

傍聴人数 ０人 

公開・非公開の状況 ■公開     □非公開     □一部非公開 

非公開・一部非公開の場合

はその理由 

 

審議又は検討経過 

及び結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 会議次第 

（１）開会 

（２）報告事項 

  １）平成 30年度社会教育関係の主要な事業について 

（３）協議事項 

  １）平成 30年度社会教育関係団体への補助金について 

  ２）平成 30年度社会教育委員会議から選出する委員について 

３）平成 30年度社会教育委員に関する研修会等について 

４）家庭教育支援に関する事業について 

（４）その他 

（５）閉会 

 

２ 審議及び結果  

主な内容は次のとおり 

＜開会＞ 

＜事務局から配布資料の確認＞ 

＜議長あいさつ＞ 

＜報告事項＞ 

「１）平成 30年度社会教育関係の主要な事業」について担当課より報告 

（議 長）担当課からの報告に対し、質問等があればお願いしたい。 

（委 員）7月 16日に行われる事業の事業名を教えてほしい。 

（ 市 ）仮称）大和市版オリンピック２０１８としており、正式名称につ

いては、やまとニュースなどで市民の皆様から名前を募集してい

る。日本人選手は大和市民から、外国籍選手は市内外問わず募集

しており、陸上競技をメイン種目として考えている。 

（委 員）障がい者の方を対象として考えている種目はあるか。 

（ 市 ）種目としては１日で行えること、参加者の安全対策等もあり、種

目としてではなく、競技場の外のブースでパラスポーツイベント

や義足体験、ブラインドサッカー、競技用車いすの試乗やパネル



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展等を考えている。 

＜協議事項＞ 

「１）平成 30 年度社会教育関係団体への補助金」について、担当課より説

明。 

（議 長）事務局からの説明に対し、質問等があればお願いしたい。 

（委 員）青少年指導員が 100人位おり、年齢層が上がってきていると聞い

たことがあるが、市の状況はどうか。 

（ 市 ）先日、平成 30 年度の青少年指導員連絡協議会総会が開催され、

今年度の指導員数は 105名からスタートする。昨年度末は 106名

であったため、１名減。定員は 120名である。 

（委 員）成り手がいないと聞いたことがあったため質問した。指導員は、

自治会からの推薦か。 

（ 市 ）青少年の指導を行う者ということもあるため自己推薦ではなく、

自治会から推薦をいただいている。 

（委 員）青少年指導員について、欠員が出ていることを以前の会議でも発

言したが、自己推薦にはできないか。 

（ 市 ）先ほどお話させていただいた内容と同様となるが、地域の推薦に

基づきお願いしており、県知事、教育長からの委嘱という形をと

っている。 

（委 員）自治会推薦については、自治会で活躍していない人、声のかから

ない人でも、青少年のことを考えている人もいると考えている。

ＰＴＡ会長を終えた若い人でやってくれそうな人もいる。 

（委 員）確かに、自治会活動で目立たない人もいるので、その場合は周り

の人から自治会に推薦するなどの方法しかないと考える。 

（ 市 ）人数について補足するが、地区は１２地区あり、７～８名の地区

もあれば１０名の地区もある。少なくとも最低人数はクリアして

いる状況である。 

（委 員）こども会の会員数が徐々に減ってきていると聞いた。 

小学校の児童の何％が会員となっているか計算をしたことはな

いと思うが、だんだん減ってきているように感じる。 

（ 市 ）児童生徒数については約 12,000 名である。これは小学校の児童

数であり、中学生を含めるともっと多くなる。 

（委 員）ホールやギャラリーの色々な行事予定が新聞等に折り込みされる

が、音楽会などが掲載されていなかったなどの話を聞いたことが

ある。また、利用料金が高いと感じている人もいるようだ。シリ

ウスの利用状況について伺いたい。 

（ 市 ）シリウスについては、指定管理者が新聞に折り込みを入れており、

１階にあるモニターにも毎日載せている。ギャラリーやホールの

行事について、事前に利用者へ確認したうえで掲載しているもの

である。モニターへの掲載方法については団体名だけでなく、団

体が何を行っているか反映できるよう改善している状況である。 

（ 市 ）ホールの内容について、団体によってはあえて載せないで欲しい

などの要望もある。ホールの利用料金については、旧生涯学習セ

ンターや旧図書館などと比較すれば高く感じる部分はあるのか

もしれないが、同規模のホールと比較して、決して高い料金設定



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にはしていない。 

（委 員）ＰＴＡ連絡協議会の決算書の予算計上について、行政からサポー

トを行った方がよい。 

（議 長）ほかに質問が無ければ、今年度の社会教育関係団体への補助金に

ついて、承認してよいか。 

（委 員）異議なし。 

 

～休憩～（関係各課退席） 

 

～再開～ 

 

「２）平成 30 年度社会教育委員会議から選出する委員」について、事務局

より説明。互選により、各委員を以下のとおり決定。 

 生涯学習振興基金審査委員（任期１年：平成 30年 6月 1日～） 

・・・大澤委員、尾辻委員、三好委員 

 青少年問題協議会委員（任期２年：平成 30年 6月 1日～） 

  ・・・濱田委員 

子ども読書活動推進会議委員（任期３年：平成 30年 6月 1日～） 

  ・・・今宮委員 

神奈川県社会教育委員連絡協議会理事（任期１年：平成 30年 6月 1日～） 

  ・・・丸田委員 

「３）平成 30 年度社会教育委員に関する研修会等」について、事務局より

説明後、丸田委員より県社会教育委員連絡協議会理事会における説明をうけ

て、研修事業について補足説明。 

研修会等参加者について互選により、以下のとおり決定。 

① 県社会教育委員連絡協議会総会 ：本日参加委員より全員参加の意向 

② 県社会教育委員連絡協議会研修会：今宮委員・三好委員・丸田委員 

③ 社会教育委員連絡会議：大澤委員・濱田委員 

④ 県社会教育委員連絡協議会地区研究会（茅ヶ崎市）：水口委員 

⑤ 人権啓発研修講座：長谷部委員・秦委員 

⑥ 県公民館連絡協議会第 60回県公民館大会：齋藤委員・三好委員 

⑦ 県社会教育委員連絡協議会地区研究会（伊勢原市）：今宮委員 

 

「４）家庭教育支援に関する事業」について、渋谷学習センター社会教育主

事有資格者より説明。 

（議 長）説明に対し、質問等があればお願いしたい。 

（委 員）講座の時間について２時間ということだが、午前中約半日かかる。 

     ２回会場が取れるかどうか。 

（委 員）１回あたりの定員は大丈夫だと思う。 

（議 長）講座を２回開催する場合の費用面等はどうか。 

（ 市 ）講師については大学教授または准教授の２回分を想定している。 

     半年後に子育ての同窓会のようなものを考えているが、費用は掛

からない方向で考えている。 

（委 員）実施日は平日で考えているか。 

（ 市 ）土日で考えている。前回の会議の中で父親が参加できる良さがあ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るため土日開催が良いとの意見があった。 

（委 員）開催が１日だとグループワークが足りないと考えたが、２日開催

だと、２回目に出席しない場合があり、一長一短。 

（委 員）２回やるのであれば、春と秋など開催時期を離さず、１週目と２

週目の方が良いと思う。 

（ 市 ）土日で続けて２回という考えもある。 

（委 員）子育て同窓会をやるというのはとても良いアイディア。ただし、

２日間、続けてやるのか、２週間に分けるのか、どちらが良いか。 

（ 市 ）講師は児童心理の得意分野の方に依頼したいと考えている。 

     市内含めて色々大学もあるので、検討していく。広報のことを考

えれば４か月以上期間を取りたいと考えている。 

（委 員）１１月であれば空きがあるかもしれないが、１０月は厳しいかも

しれない。 

（委 員）９月は割と参加しやすいと考える。１１月は地域のお祭りなども

あるため、なかなか難しいと考える。 

（委 員）冬はこどもが風邪をひきやすいので、敬遠される。 

（委 員）９月だと事務局の準備はどうか 

（ 市 ）広報やまとの文化情報館の予定は７月１日号となる。〆切が５月

下旬となっているがぎりぎり間に合う。 

（委 員）運動会などもあるので、実施は９月が良いと思う。 

（委 員）９月の運動会を回避した日で開催するのが良い。 

（議 長）では、まず９月開催の方向でどうか。 

（委 員）２週続けて開催するということであれば、９日（日）と１６日（日） 

     がよい。コミセンを２部屋ずつ予約できるのであればその方向で 

     よい。 

（ 市 ）時間帯は午前中とするか、午後とするか。 

（委 員）午後は暑く子どもも寝たりするので、午前が良いと考える。 

     １０時にコミセンが開くため、１０時ちょうどからスタートする

のは難しいか。 

（ 市 ）受付のみ外で行えばよい。受付方法は工夫したい。 

また、約半年後の振り返りの機会は２月か３月で考えている。 

（議 長）行政へ社会教育委員から依頼することはあるか。 

（ 市 ）コミセンとの調整が大部分で、基本的には市で計画する。 

（委 員）市の社会教育主事は参加してもらえるか。また、何人いるか。 

（ 市 ）各センターの社会教育主事３名に依頼し、確保できれば参加する

ことも可能だと考える。 

（委 員）社会教育委員も分散してグループに参加したい。 

（ 市 ）４つのグループ分けであれば最低４人のファシリテーターがいれ

ばよいと考える。次回７月に社会教育委員会議が行われる場合、 

     そこで広報に掲載した情報と、応募状況を報告できる。 

（議 長）では、日時は９月９日、１６日の午前中開催の方向と、承認して

良いか。 

（委 員）異議なし。 

（議 長）では７月の広報に向けて、この内容で進めてもらう。 

 



＜その他＞ 

次回開催については、７月１１日（水）１５時３０分から、生涯学習センタ 

ー６１０大会議室で開催する。内容は、教育委員会の点検評価と家庭教育支 

援の７月１日号の受付状況等を予定している。後日案内を個別に送付する。 

以上で議事を終わる。 

＜閉会＞ 

 

会議資料 ・平成 30年度社会教育関係の主要な事業 

・平成 30年度社会教育関係団体への補助金 

・社会教育関係団体の 29年度事業報告・決算報告（４団体）、 

30年度事業計画・予算（４団体）                    

・平成 30年度社会教育委員会議から選出する委員 

・平成 30年度社会教育委員に関する研修会等 

・家庭教育支援事業企画立案書 

 

 

 


